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ＮＣＡ（普通科２年）の課題研究について 

 

１年で、みなさんは課題研究に取り組みました。課題研究とは、「自ら発見した課題か

ら研究テーマを設定し、様々な方法を用いて自然や社会の事物や現象を研究すること」

です。1年のときに取り組んだ課題研究では、「不思議だ」「知りたい」と思った身の回り

の事柄を見つめ直し、研究班のメンバーと意見を交わしながら深く考えたことと思いま

す。そして、みなさん自身が生み出したオリジナルのアイデアを、どうしたら伝わるか

を試行錯誤しながら、ポスターにまとめて発表しました。いくつかの研究班は、３月に

開催した山口県立下関西高等学校探究学習生徒研究発表会で発表し、多くの方々に披露

することができました。そして、同じテーマを選んだ研究班同士の研究の結果を比較し

たとき、まったく違う結論になっていたこともあったと思います。これこそが課題研究

の大切なところです。 

２年の課題研究では、これらの経験をもとに、課題を発見し、解決する力や、表現力

などをより一層伸長することを目指します。１年のときよりも、より深く考えてアイデ

アを生み出すことはもちろんですが、これに加えにどのようにしたら、聴衆のみなさん

にわかりやすく伝わるのか考えてみてください。 

課題研究は、答えが一つに定まらない課題に挑戦します。普段の授業では、解答が準

備され、これに沿った考え方ができたかどうかを競うことが多いと思います。当然こう

した学習は大切であり、大学の一般入試で生かすことができます。しかし、その後は答

えが一つに定まらない課題が次第に登場し、働き始めるころには、仕事を進める中でこ

うした課題は増える一方です。 

課題研究と聞くと、難しい課題を設定しなければならないと誤解しているかもしれま

せんが、１年生のときに取り組んだ課題研究を振り返り、身近な社会や自然の事物や現

象をしっかり見つめ、課題を発見し解決できるよう研究班のメンバーと一緒にがんばり

ましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現力 
の向上 

 

身近な社会や自然
の事物・現象を観察
し、多様な視点から
課題を発見する。 

２年次 

 

発表する技能を 

身に付ける。 

１年次 

課題解決力 
の 向 上 

課
題
を
発
見 

 

研究の方法を 
身に付ける。 

１年次 

 

課題解決力を 
身に付ける。 

２年次 

 

成果を表現する力 
を身に付ける。 

２年次 

2



 

 

１ 日 程 

月日（曜日） 内  容（担  当） 会  場 

４月１７日 

（水）７限 

ガイダンス 

〇 日程説明などガイダンスとグループ編成のため

のアンケート調査を行います。 

それぞれのグループのメンバーは、４～５人で、

クラスごと９班編成します。研究班は、決定し次第

発表します。 

〇 ３階の廊下に、昨年度の優秀作品を掲示していま

す。参考にしてください。 

体育館 

５月８日 

（水）７限 

班別研究（研究テーマ設定） 

〇 それぞれの研究

班で研究テーマを

設定するととも

に、役割分担を

行ってください。

話し合った結果を

研究計画書にまと

めましょう。 

〇 研究はインターネットの検索および文献調査を

基本とするので、無理のない計画を立てること。 

〇 アンケート調査を計画する場合は、後述の【アン

ケート調査について】を読んで、実施しましょう。 

各ホーム

ルーム 

教室 

５月２９日 

（水）７限 

７月１１日 

（水）７限 

 

班別研究（副担任） 

〇 各研究班で研究

を進めてくださ

い。 

〇 研究では、タブ

レットを使用しま

しょう。 

〇 タブレットでは

印刷できません。印刷をする場合は、ｉＰａｄを使

用してください。 

〇 研究成果は、Ａ３サイズのホワイトペーパーまた

は、Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｌａｓｓｒｏｏｍで配布するＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔの

ファイルにまとめましょう。注意点については、後

述の【ポスターについて】を読んでください。 

各ホーム

ルーム 

教室 

夏季休業中 班別研究 

〇 ＮＣＡの時間だけでは、研究のための十分な時間

をとることができません。夏季休業に入る前に、各

随 時 
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研究班でしっかり分担し、９月３日(火)のポスター

提出に備えましょう。 

〇 学校外の施設を訪問して調査をするなど、フィー

ルドワークを行う場合は、事前に副担任（ＮＣＡ担

当）に相談してください。 

８月２８日 

（水）７限 

班別研究（副担任） 

〇 研究班ごとにポ

スターを完成させ

てください。 

〇 発表会における

役割分担や、発表

原稿を考えておく

こと。 

〇 ポスターの提出期限 ９月３日（火） 

各ホーム

ルーム 

教室 

９月１８日 

（水） 

６・７限 

クラス別発表（副担任） 

〇 １班あたり５分

間で発表します。

発表では、指示棒

を積極的に活用し

ましょう。また、発

表原稿をできるだ

け見ずに発表しま

しょう。 

〇 質疑応答の時間も取りますので、積極的に議論し

てください。 

〇 生徒のみなさんの相互評価と先生方の評価によ

り、第６回山口県立下関西高等学校生徒研究発表会

でクラス代表として発表する班を決定します。 

各ホーム

ルーム 

教室 

 

２ 評価について 

  発表会において、副担任が評価を行うとともに、生徒による相互評価を行います。以 

下の評価項目に〇がついた数で評価点を決定します。それぞれの評価項目は共通ですが、 

副担任の評価点は生徒の評価点の５倍で計算します。 

  

 評価項目 

 

 

 

 

 

 項目 

１ 研究・調査したテーマには、独自性がある。 

２ 研究・調査の方法に創意工夫がみられる。 

３ 研究・調査に取り組んだ結果、成果が出ている。 

４ 分かりやすく発表するための工夫がみられる。 

５ 声の大きさが適切で、発表態度が良い。 
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３ 課題研究を進める上での注意 

（１） アンケート調査について 

ア アンケート調査の内容を、早めに副担任（ＮＣＡ担当）の先生に提出すること。

学校の許可が必要です。内容によっては、アンケート調査を実施できない場合があ

ります。 

イ アンケート調査は、８月２８日（水）までに実施してください。 

ウ アンケート調査の配布方法や回収方法を検討し、副担任（ＮＣＡ担当）の先生に

相談してください。 

エ ＳＮＳ等を利用したアンケート調査は、調査対象が偏ってしまう場合があるため、

信頼できるデータとして活用できません。その他のアンケート調査においても、調

査対象に留意してください。 

 

（２）研究の内容について 

ア 他者を傷つけたり、不快にさせたりする内容ではないか、よく考えてください。 

イ 研究のテーマは、調査書や推薦書に記載される場合があることを考え、研究内容が

伝わるものにしましょう。 

  

（３）ポスターについて 

ア 配布したＡ３サイズのホワイトペーパーまたは、Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｌａｓｓｒｏｏｍで配布する

ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔのファイルに研究成果をまとめましょう。 

イ ホワイトペーパーに書いた場合は、Ａ３サイズで作成したものをＡ０サイズに拡

大印刷し、発表で使用します。なお、用紙の周囲に５ｍｍ以上の余白をとってくだ

さい。 

ウ 「年組」や「研究班名」、「班員の氏名」を必ず記載してください。 

エ 研究テーマに最も近いＳＤＧｓのマークを一つ以上選び、ポスターに張り付けてくだ

さい。 

オ 他人の研究成果を、勝手に記載してはいけません。文献やインターネットなどに

掲載されているものをポスターに書く場合には、必ず出典を明示してください。 

カ アニメのキャラクターなど、著作権があるものをポスターに無断使用することは

できません。 

キ 誤字脱字には十分注意してください。 

ク 提出期限は９月３日（火）１７時です。副担任(ＮＣＡ担当)の先生に提出してく

ださい。 

 

４ コンクールへの出品について 

みなさんが取り組んだ課題研究の成果を、クラスや山口県立下関西高等学校探究学習

生徒研究発表会で発表し、伝えることも大切ですが、これに加え学校外で開催されるコ

ンクールに応募し、評価を受けることにも挑戦してください。もちろんコンクールで入

賞を目指すことが大切ですが、難しい場合が多いようです。しかし、多くのコンクール

では、出品したことを証明する「出品証明書」や「参加証明書」をいただくことができ

ます。この「出品証明書」等は、大学の推薦入試や総合型選抜で提出を求められる場合
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があります。また、最近では国公立大学

の２次試験でも活用したことがありま

す。準備に少し時間をとってしまいます

が、隙間時間を利用して、チャレンジし

てみてください。なお、そのほかにも研

究成果をもとにして、作文や小論文を書

いてコンテストに出品することもでき

ます。みなさん自身が、研究したもので

すので、積極的に挑戦してください。 

 

昨年出品したコンクール 

〇 ＳＤＧｓ探究ＡＷＡＲＤＳ 一般社団法人 未来教育推進機構（ＵＭＥＤＡＩ）主催 

〇 自由すぎる研究ＥＸＰＯ 日本探究俱楽部（株式会社トモノカイ）主催 

 

５ 第６回山口県立下関西高等学校探究学習生徒研究発表会 

本校で取り組む課題研

究の成果を披露する発表

会です。クラスの発表会で

高い評価を受けた４つの

研究班が発表します。普通

科のみなさんは、ポスター

セッションで発表します

ので、代表となった研究班

は、引き続き準備してくだ

さい。なお、ポスターを修正したい場合には、副担任（ＮＣＡ担当）の先生に申し出て

ください。発表会は、令和７年３月１６日（日）に実施します。昨年度同様、保護者の

みなさんにも御案内します。 
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ＮＣＡ 課題研究 研究計画書 

年・組・班 ２年  組  班 班長  

グループの

メンバー 
 

研究テーマ  

研究の目的

や内容 
 

研究の仮説  

研究計画 

月日 調査・研究の内容 担当者 
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